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２ 通町・桜町周辺地区 

(1) 現状と課題 

■本地区は、商業・業務集積が特に高い地域で、中心市街地の中でも核となる地域である。

しかし市街地の拡大、生活様式の多様化や郊外での大型店の立地により、確実に来街者

が減少している状況にあり、中心性の低下が懸念される。 

■特に、交通センター周辺での拠点性の低下が顕著で、今後は、公共交通機関の結節機能

を強化し、さらに商業核として求心力を高めることにより、地区全体としての活力を向

上させることが必要である。 

■また過去において、減少を続けていた居住人口が増加傾向にあり、商業・業務以外にも

居住の場としても注目されてきていることから、土地の高度利用等により良質な街なか

居住も推進していかなければならない。 

■しかし、九州新幹線鹿児島ルートの全線開業に伴い、商業・業務環境も大きく変貌する

可能性が高く、中心性を保ってきた特性に依存するだけでなく、一層の活性化に向けた

新たな取り組みの展開等が今後の課題である。 

 

(2) 整備方針 

本地区は中心市街地の中でも集客力が極めて高く、この地区への集客が中心市街地全体

への集客につながることから、当地区の中心性をさらに高め、また新たな魅力創出や安全

安心で快適な歩行空間等を確保し、活力とにぎわいに満ちた空間形成を推進する。 

そこで、「城下町大にぎわい市」など現在も行われている様々なイベントを通じ、商店街

の更なる活性化を推進し、また、安全・安心で快適な商業空間の形成や、公共交通機関及

び交通ターミナルの結節機能の強化・充実等を図るとともに、誰にも利用しやすい公共交

通網を整備することにより、各地区間の回遊性向上に努め、本地区の中で「過ごす機能」

や「見る・聞く機能」の充実を図り、滞留時間の増大による更なるにぎわいと活力を創出

する。また、業務機能の拠点性の向上を図ることで、九州新幹線鹿児島ルートの全線開業

効果を最大限に引き出し、九州一円から多様な人・もの・情報が交流する一大拠点づくり

に取り組む。 

さらに、高次都市機能が集積した良質な生活環境の中での、街なか居住の推進を図る。 
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中心市街地活性化基本計画
整備方針図（通町・桜町周辺地区）

熊本城地区

１．商業ゾーンの整備

　○アーケード内緑化推進

１．商業ゾーンの整備
　○アーケードリニューアル

　○アーケード内歩行喫煙
　　 禁止の推進 ３．住環境の整備

　○親水空間の整備

１．商業ゾーンの整備

　○民間による再開発（花畑地区）の促進
２．都市機能の充実
　○劇場などの整備検討

１．商業ゾーンの整備

　○民間による再開発（桜町地区）
の促進　

１．公共交通機関の利便性向上
　 ○市電優先信号の整備
　 ○超底床電車の導入

○運賃体系の見直し、ＩＣカー
　　ドの導入検討

　○企画乗車券の販売検討

1．公共交通機関の利便性向上　

　○熊本電鉄の都心結節検討

２．公共交通機関の利便性向上
　○バスセンターと市電との結節検討
　○バス網再編に連動した交通センター
　　 機能見直し

熊本城地区と
の回遊性向上

熊本城地区と
の回遊性向上

新町・古町地区
との回遊性向上

１．商業ゾーンの整備

　○アートプレックス、四季折々
　　 のイベントによる集客展開

１．商業ゾーンの整備
　○快適な歩行空間環境の整備
２．都市機能の充実

　○優遇制度等を活用したオフィス等の入居促進
　○業務・宿泊機能集積促進
　○ユニバーサルデザインの普及・促進

３．住環境の整備
　○土地の高度利用による
　　 街なか居住の推進

　○屋上緑化の促進

２．おもてなしの展開と情報の発信
　○熊本城周遊バスの運行

　○ストリートパフォーマンス
　○城下町大にぎわい市
　○桜祭り
　○ゆかた祭り、

　○光のページェント
　○みずあかりの実施
　○坪井川利活用の検討
　○熊本のおいしい水、食文化のＰＲ

推進

　○ホテル等のホームページの多言
語化など、国際化への対応促進

１．歴史的建造物の復元・整備と利活用の推進
　○熊本城地区内施設と現代美術館、小泉八雲熊本
　　 旧居などとの連携によるストーリー性のある展示

　　 展開の検討

【　凡例　】

　　　　　　：　（基本方針１）人々が活発に交流しにぎわうまちづくり

　　　　　　
　　　　　　：　（基本方針２）城下町の魅力があふれるまちづくり
　　　　　　
　　　　　　：　（基本方針３）誰もが気軽に訪れることができるまちづくり

３．住環境の整備

　○電線類地中化の推進

1．公共交通機関の利便性向上　

　○街なかの駐輪場の整備推進
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